テーマ「精神障がい者や家族が安心して暮らせるために」～居場所「ほっとカフェ」の活動をとおして～
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1. 「ほっとカフェ」のねらい、目的
［ねらい］
精神障がい者当事者や精神障がい者家族会、精神障がい者や家族が安心して暮らせるための連絡会や民生児
　童委員、ベストフレンド会員、その他地域の有志などのボランティア組織で設立した「ほっとカフェの会」
が精神障がい者をはじめとした障がい者や家族及び引きこもりや閉じこもりの者などを対象に居場所を
提供し、それらの者の不安感や負担感の軽減を図るとともに社会参加のきっかけづくりとなったり、
さらには地域住民との交流により地域の理解を醸成し、地域住民とともに安心して暮らせる共生社会の
創生をめざす。
［目的］
①「ほっとカフェの会」が障がい者とその家族や引きこもり、閉じこもりの人などの傾聴をし、不安感や負担感の軽減を図るだけでなく自信や意欲をもち、さらに社会参加のきっかけをつくる。
②開かれたスペースとして地域社会との交流の場ともなり、地域の理解を広げるための一助にする。
③*ピアサポーターによる傾聴の取り組みにより、ピアサポーター自身の役立ち感や自己肯定感の向上につなげる。
④県外からの移住者によるリノベーションした喫茶店とコラボレーションすることにより、地域の交流と活性化に資する。
   *ピアサポーター:「ほっとカフェ」のピアサポーターは、研修を受講し基礎知識を習得し、報酬により活動し
ているものではなく、インフォーマルな側面で同じ悩みを持つ当事者が、対等な関係性のなかで相手の話を
傾聴するする人のことを指しています。
2. 現在までの状況
（1） 経過
· H29年度より汐さいの会、つながる会のなかで「居場所づくり」の重要性についての意見浮上
· H30.5.9 喫茶ミラクル山際代表に打診。快諾される。
· H30.11.11　社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会「平成３０年度精神障がい者等による
ピアサポート・研修会等開催支援事業」補助金申請　　H30.11.29交付決定　
	回
	日時
	場所
	協議内容など

	１
	第１回
ほっとカフェの会
	平成３０年
８月３日（金）
13:00～14:00
	喫茶ミラクル
	・地域の現状と課題
・居場所の目的・具体的な運営

	２
	第２回
ほっとカフェの会
	１０月９日（火）
	気高地区
保健センター
	・ボランティアについて　

	３
	第３回
ほっとカフェの会
	１０月３０日（火）
13:30～15:30
	気高地区
保健センター
	・経過報告　・会の目的運営など
・会則、周知方法など

	４
	第４回
ほっとカフェの会
	１１月２９日（木）
13:30～10:30
	気高地区
保健センター

	・経過報告
・会員研修
　あいサポート運動DVD　
傾聴について(ベストフレンド朝倉さん)

	５
	第５回
ほっとカフェの会
	１月２９日（火）
11:00～12:30

	気高地区
保健センター
	・会員研修　精神障害の理解
～傾聴を中心とした関わり方～
講師　植田　俊幸医師
・講師を囲んで　振り返りと今後の課題

	６
	ほっとカフェの会
役員会
	２月２５日（月）
	気高地区
保健センター
	・ピアサポーター　・利用者の対応
・会の運営　・第６回の協議について

	７
	第６回
ほっとカフェの会
	２月２６日（火）
	気高地区
保健センター
	・活動報告　・会計報告
・今年度の振り返り・来年度の方向性
・ほっとカフェの開設

	８
	第７回
ほっとカフェの会
	３月８日（金）
	気高地区
保健センター
	・出前ホットカフェの具体案
・連休中のイベント（4/29）の具体案
・ほっとカフェの啓発


（2） 会議　　（平成３１年度）
　　（令和元年度）
	回
	日時
	場所
	協議内容など

	１
	第１回
ほっとカフェの会
	令和元年
６月４日（金）
13:30～15:30
	気高地区
保健センター
	・「春らんまん＊みんなあつまれほっと
カフェ」のふりかえり
・出前ほっとカフェの具体案

	２
	第２回
ほっとカフェの会
	７月２日（火）
13:30～15:30
	気高地区
保健センター
	・ほっとカフェの運営と役割分担
・青谷出前ほっとカフェの具体案

	３
	第３回
ほっとカフェの会
	８月２０日（火）
15:30～17:30
	気高地区
保健センター
	・青谷出前ほっとカフェの具体案
・今後の具体案と年間計画

	４
	第４回
ほっとカフェの会
	９月１０日（火）
13:30～15:15
	気高地区
保健センター
	・青谷出前ほっとカフェのふりかえり
・1周年記念イベントの計画案

	５
	第５回
ほっとカフェの会
	１０月１０日（木）
13:30～15:15
	気高地区
保健センター
	・1周年記念イベントの計画
・ほっとカフェの運営、課題など

	７
	第６回
ほっとカフェの会
	１１月８日（金）
13:30～15:15
	気高地区
保健センター
	・「ほっとカフェ青谷」の進捗状況
・1周年記念イベントの具体案

	８
	第７回
ほっとカフェの会
	１２月１９日（金）
13:30～15:15
	気高地区
保健センター
	・1周年記念イベントのふりかえり
・しょうがぽかぽかフェスタ（3/1）
　の計画


3. 「ほっとカフェの会」会員
ボランティア１２人
ピアサポーター１､家族会４､つながる会３(含民生児童委員２)、
民生児童委員１、 精神障がい者を支援する会ベストフレンド２
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4. 「ほっとカフェ」の参加状況　　毎週水曜日　午後１時３０分～４時３０分

	回数
H30.12.5
～ 
R1.12.7
	利用者
	
	ボランティア
	総数

	
	当事者
	一般
	
	
	

	
	気高
	町外
	不明
	小計
	気高
	町外
	不明
	小計
	ピア
	気高
	町外
	小計
	気高
	町外
	不明
	総数

	53回
	275
	53
	13
	341
	252
	170
	12
	434
	52
	161
	49
	262
	660
	282
	25
	1037


5. ほっとカフェ来場者の声
1 当事者
· 「家にいても母親に気を使うが、ここなら気兼ねなく話せる。もう一つの家みたいなものだ。」
· 「ここは、誰も自分を差別したり馬鹿にしない。自分の話を受け入れてくれる。自分を受け入れ
　　　てくれる。」
· 職場の人間関係などの悩みを話され「相談をする場がない。同じような悩みを持った人と話をしたい。」
· 「障がい者の現状は、現実に出会うことでわかる」
· 「集まる場ができて、よかった。利用させてもらう。」
· 「ここは笑顔になる場所。ここで笑顔にならずして、どこでなる！！」
2 地域住民
· 居心地の良いお店です。よい時間を過ごさせていただきました。
· ほっとカフェの会場の隣家の人が頻回利用し、自宅の駐車場を使用させてくれたり、会の手伝いを
してくれるなど、理解が深まった。
· 普段から精神障がい者に理解がなく、「私たちには関係ない」と怒りを露わにしていた地域の人が
会員からの呼びかけで来所し、長時間会場で過ごし「楽しかった」と意識が肯定的に変わった。

6. ほっとカフェのイベントの状況
	事業名
	月日
	ねらい・目的
	結果、評価

	春らんまん　
みんな集まれ　ほっとカフェ


	H30.4.28
（日）
	　大型連休中、どこにも行き場がなく孤立しかねない精神障がい者や家族に安価な食事を提供し、安心してほっとできる居場所を提供するとともに地域住民との交流により精神障がいに対する理解を広げ、さらに地域の活性化をめざす。
	「内容」
・コーヒーの提供
・食事（カレーライス）、手作りデザート提供
・心うきうき音楽イベント
・さくら工房物品販売　・健康相談
「来場者」
110人（うち当事22人）
「評価」
・サービスに繋がっていない精神障がい者や独居の者などの来場があり居場所への参加のきっかけになった。
・家庭では見せない当事者のいきいきとした他者との交流の姿を見ることができ、当事者に対する家族の理解を深めることができた。
・子ども食堂との共催により、地域の貧困や孤立、障害などの理解の啓発の必要性の共有化ができた。
・町内外からの若年層、親子連れや近隣の地域住民及び当事者やその家族などの来場により地域の理解の醸成と活性化につながるものと思われる。

	出前ほっとカフェin
あおや
	R1.9.1
（日）
	青谷で居場所づくりの必要性や設立に対する機運の醸成を図る。また、青谷地域にぎわい創出の一貫として開催されている「あおいち」で
出店することにより、障がいに対する地域の理解を促進するとともに安心して暮らせる地域づくりをめざす。
	「内容」
・コーヒー、しそジュース、菓子などの提供
・保健師による健康相談
「来場者」
　総数110人　
・青谷85人　町外25人（うち当事者15人）
「評価」
・当事者から居場所の設立に対するたくさんニーズがあった。
・来場者の中には、居場所に対する協力の
　意向を表明する人があった。
・町内外からたくさんの来場があり、精神障がいの理解に対する啓発ができた。

	






1周年記念
ほっとカフェ






	R1.12.7
（土）
	1周年を祝い、ほっとできる居場所を提供するとともに地域住民との交流により精神障がいに対する理解を広げ、さらに地域の活性化をめざす。
子ども食堂との共催により、地域での居場所の啓発や地域で安心して暮らすための地域づくりについての機運の醸成を図る。

	「内容」
・食事(豚汁､おにぎり)手作りデザート提供
・心うきうき音楽イベント
・さくら工房物品販売　・ストレスチェックなど心の健康相談15人
「来場者」70人（うち当事者10人）
「内容」
・コーヒー、紅茶　・抹茶コーナー・手作り菓子
・食事提供（豚汁、おにぎり）
・当事者によりピアノ演奏と子ども食堂参加の
子どもによる「パプリカ」の踊りの披露
「評価」
・当事者の出演により、本人の自信や意欲に
　繋がったと思われる。
・子ども食堂との共催により、地域の理解の醸成と活性化につながるものと思われる。



[image: D:\DCIM\100NIKON\DSCN2401.JPG][image: C:\nakauji\精神保健\精神\居場所\写真\DSCN2714.JPG]







平成３０年１２月５日オープニングセレモニー

平成３１年４月２８日　春らんまん　みんな集れ　ほっとカフェ
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９月１日　出前ほっとカフェinあおや
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１２月７日１周年記念お祝い会で「キラリ☆えがおの会の歌」合唱

こども食堂との共催で当事者のピアノと
パプリカの踊り披露


（１）評価
· 精神科医療機関の退院移行支援や７年間引きこもりの人、作業所通所者などの居場所になり、さらにそれらの者がお互い交流するなど当事者同士の交流の場となった。
· B型就労支援事業所通所者同士のふれあいの場、仲間として話ができたり困り感が話せる場となっており、事業所では見せない顔や人となりを出せたりしている。さらに、通所者同士でグループホームの重要性や対応について話し合ったり、自分たちの課題として｢自己肯定感｣について議論するような場面がみられた。
· 地域で生活して居る当事者にとって、障がいを持つ自分を受け止めてもらえる場、多様性を受け止めてもらえる場になっており、安心して暮らせるための追い風になっているのではないかと思われる。
· ピアサポーターとして、当事者の話を傾聴し、共感し、当事者が安心して話ができる場を提供した。また、活動をとおし、ピアサポーター自身の役立ち感や自己肯定感につながったと思われる。
· ボランティアがその能力と意欲を持ち、楽しんで役割を果たしており、これらの活動が地域の人材活用や活性化に繋がっていく。
· 「出前ほっとカフェinあおや」の開催により、青谷町における居場所づくりの機運が高まり、来年度の開設に向け現在準備中である。
· 会員以外の民生委員や地域のボランティア精神障害の理解に関心のある鳥大生などの参加もあり、今後の
地域での精神障がいに対する理解の輪が広がる可能性ができたように思う。
· 当事者述べ296人、地域住民述べ225人と同程度の人数が来場し、ほっとカフェの場での自然な交流が生まれ、地域住民の精神障がいに対する理解を広げることができた。さらにこのような活動を展開することにより、今後は精神障がい者と家族が地域住民と共に安心して暮らせる地域づくり、共生社会の創生のための醸成に繋がっていくものと思われる。

（２）課題
· 気高町の参加は多かったが、鹿野町や青谷町からの参加が少なかった。身近で歩いていける距離における居場所づくりが必要と考えられ、青谷町で開催した「出前ほっとカフェ」のように、その機運を高めるきっかけを作っていくことが重要である。
· 「ほっとカフェ」開設日の拡大（単身世帯の障がい者は連休や祝日は行き場がなく、余計寂しい思いをしているのを危惧した会員の発案により４月２８日イベント実施）。今後も大型連休中の開設の検討を行う。
· 現在、ほっとカフェの会員は１６名だが、実質１１人の会員と２人のピアサポーターで毎週水曜日の1時30分～4時30分まで開設しているが、今後継続し活動推進していくためにも会員の増員が必要である。
· 今後も継続して、多くの障がい者とその家族や引きこもり、閉じこもりの人などに来場してもらい、
「ほっと」できる場を提供し、傾聴・受容し不安感や負担感の軽減を図るだけでなく自信や意欲をもち、さらに社会参加のきっかけをつくっていきたい。また、地域社会との交流の場としても役割を果たし、地域の理解を広げていきたい。
ピアサポーターは対等な関係性の中で、来場した当事者の傾聴をすることにより、気持ちの共有ができた
り安心して他者と関われる場を提供する、重要な役割を有する。今後は広域での研修体制の整備を図ること
により、対象者に基礎知識を習得してもらい、報酬制による継続した活動体制を構築していく必要がある。
· この居場所づくりの会「ほっとカフェの会」が精神障がい者当事者の会「キラリ☆えがおの会」や精神障がい者」家族会「汐さいの会」、精神障がい者や家族が安心して暮らせるための連絡会「つながる会」とともに地域の理解を醸成し、地域住民とともに安心して暮らせる共生社会の創生をめざしていきたい。
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